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流れが対象となっている。
「キーボードをたたけば文字が出る」というように行為と結
果に対応がある場合、その対応の背後にある原理を知ろうとす
る人は少ない。なぜなら、原理を知らなくとも期待する「答え」
を得られるからだ。だが、行為と結果の間に対応のない、いわ
ば未知の問題に遭遇するとき、問われているのは事象の根本に
存する原理が何であるかだ。身近な例でいえば、温暖化や異常
気象といった気候変動に象徴される環境問題は、二十一世紀の
人類にとって不可避なだけでなく、自ら「答え」を生み出さな
ければならない課題のひとつである。本書は、そのような答え
のない問題としての環境問題を考察する際の糸口を提供する。
「古代ギリシア」「ルネサンスから近代」「近代」「現代」「日
本」の五部に分かたれた本書では、主として西洋哲学の歴史を
彩った哲学者たちを中心に論が進められる。具体的には、ソク
ラテス、プラトン、アリストテレスからデカルト、ホッブス、
カント、ヘーゲルらを経て実証主義者や現象学者へと続く太い
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のと映るかもしれない。しかし、事物を合理的、体系的に説明
しようとした古代ギリシア人の思考様式の末商が西ヨーロッパ
で誕生した近代科学であることを考えれば、この態度が重要な
ことはすぐにわかる。つまり、過去を知ることが未来への指針
になるのであり、近代科学の負の副産物として生じた環境問題
の根源を探る上で西洋哲学の流れに従いながら「自然と人間」
への問いの展開を確認することが、得てして技術革新によって
問題の解決が図られる環境問題に新たな視角を提供することに
なるのである。
残念ながら、本書には、北極圏の氷の溶解を食い止める方法
は書かれていない。だが、古代ギリシア哲学から日本の伝統的
な
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のかかわりの多様性のために生まれたのが本書の含む幅広い論
点であり、技術ならざる人間の存在の課題としての「自然と人
間」の問題を考える上でも、示唆に富む一冊だ。
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